
 

 

 

 

          

運動会を終えて             保健体育科   今川友美主任教諭 

今年は「熱い魂」というスローガンを掲げ、運動会をつくりあげました。天沼中の生徒はただ結果を出す

だけのために活動をしていません。運動会とは何のためにあるのか、生徒は常にそのことを考えながら毎日

の練習に取り組んでいました。1 年生は先輩たちの為に活動し、2 年生は後輩と先輩との橋渡し。３年生は

後輩たちに背中を見せ未来の天中をつくるため。各学年の使命と責任をもって努力し活動を終えました。そ

して、勝利だけが全てではないことを学びました。 

運動会は大きな行事です。一日だけで終わりではありません。今年度４月、運動会の練習が始まる前まで

に、「郷中
ごじゅう

」という縦割り班活動を何度か実施し、コミュニケーションをはかりました。そこからの練習開

始です。朝練習の時には、上級生から下級生へアドバイスを伝えている姿も自然とみられ、自分たちの方向

性を話合う姿を見ることができました。生徒たちは、常に前を向き、成長を望みます。頑張り続けることで

変化することを知っています。だからこそ今回の運

動会が無事に終わり成功したのだと思います。この

成功体験を今のままで終わりにせず次なる活動へと

つなげていけるよう日々精進してまいります。応援

して下さった皆様、本当にありがとうございました。 

  

ありがとう        保健体育科   河合健太郎主任教諭 

保護者の皆様、延べ１１００人（午前５９１人、午後５１２人）もご来場いただき、ありがとうござい

ました。今年は、団ごとの「郷中入場行進」、そして最初のプログラム、郷中班による全校ダンス「天☆ダ

ン２０２０」があったためか、朝早くからたくさんの保護者の方がいらっしゃっていました。生徒もやり

がいがあったと思います。行進もダンスも、オリンピックの開会式をイメージしてつくりました。吹奏楽

部の演奏や、生徒会が校旗を掲げ、天中応援旗を持って入場する演出もそれです。 

３年を担当していますが、２年間の成長を感じられる迫力ある競技へ取り組む姿勢に感動しました。２

年生は明るく楽しく盛り上げてくれ、１年生は３年生のためにがんばろう、という気持ちで取り組んでく

れました。特に、今年は「３クラス×３学年」で、郷中の形をつくることができ、応援団も盛り上がりま

した。郷中（団対抗）リレーも復活しました。 

 運動会中のケガはほとんどなく、熱中症もなく、保健体育科としてはこれがほんとうにうれしかったこ

とです。準備や片付けも生徒がしっかり動いてくれました。閉会

式が終わるまで帰らずたくさんの保護者の方が残ってくださって

いました。保護者の方や卒業生に椅子の片付けなども手伝ってい

ただき、ほんとうに感謝しています。 

 運動が苦手な生徒もいます。でも、学級や学年、そして郷中

で、みんなで取り組んできたことが、今年の運動会の成功につな

がりました。すべての人々に、ほんとうにありがとう！  
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その前の週末は、梅雨入り前だというのにいきなりの猛暑で、翌週は熱中症対策を立てるなど予防

に努めました。当日はちょうどよい気候となり、朝から保護者の皆様もたくさん来てくださいまし

た。昨年度から始めた入場行進、そして、今年初めての全校生徒によるダンス。縦割り班で教え合い

ながら楽しそうに踊っていました。 

 

 

 

 

 

 

運動会  ６月１日（土） 

 

 

 

 

 

 優勝は１C２C３C、総

合優勝は黄団でした。 

赤、青、黄の各団の

応援団は、工夫をこら

したダンスや歌で盛り

上げてくれました。応

援席との一体感が評価

された「赤団」が優勝し

ました。 



 

PTAの係の皆様にも多大なるご協力をいただき受付、警備、自転車整理等、観覧の注意など、す

べてスムーズに進行していただきました。保護者の皆様、ご協力ありがとうございました。ご感想を

一部掲載させていただきます。すべてのご意見を次年度の参考にさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５日（火）～２７日（木） 

マナー学習、履歴書の作成、電話で申し込み、事前打ち合わせなど、必要な事前学習を

終え、実社会の体験学習が始まります。保護者の皆様、お近くを通られるときはのぞいて

みてください。３５箇所の地域の協力事業所の皆様に感謝申し上げます。 

 ＜お世話になる事業所様＞（敬称略） 

日本大学幼稚園、上水保育園清水分園、本天沼保育園、天沼保育園、テンダーラビング保育園、 

本天沼児童館、天沼児童館、吉川整骨院、荻窪病院、グラース動物病院、日産プリンス東京販売荻窪店、 

ローソン荻窪駅西南店、ローソン荻窪駅南口店、ユニクロ ルミネ荻窪店、ピアットロッソ上井草店、 

ル クール ピュー、榛名屋、江森青果天沼本店、JA 東京中央、阿佐ヶ谷図書館、下井草図書館、 

杉並公会堂、東京メトロ荻窪駅、天沼八幡神社、ＩＮＡＺＵＭＡカフェ、ふれあいの家しみず正吉苑、 

オートセンターイグチ、美容室 oneness、上井草スポーツセンター、ティップネス下井草店、 

サミット井荻店、西友荻窪店、天沼中学校給食室、天沼中学校主事室、天沼中学校図書室 

☆ クラス全員リレーや学年ごとのクラス対抗の競技は全員で頑張る姿が素晴らしいと思いました。新学期を迎えてすぐ、

先生方も大変だったと思います。ありがとうございました。 

☆ 先日は心に残る運動会になり、家族ともどもとても喜んでいます。一つ気になったのは、生徒用にも 日よけをつけて

いただきたいということです。ぜひ前向きに考えてくださるとうれしいです。 

☆ 中学校の運動会はとても走る競技が多いことにびっくりしました。一生懸命応援をし、自己ベストを出すためにひた

むきに取り組む姿に感動しました。先生方と生徒が心を一つにしてみんなで作り上げた感じがしました。暑い中、何事

もなく終えることができ、心より感謝申し上げます。 

☆ 敬老席の場所がとても見やすい場所で日影で、祖父祖母ともにとても喜んでいました。応援団がとてもすてきでした。 

☆ 今後も続けてほしい競技は、“いかだ流し”、“大縄跳び”、“大むかで”の学年団体種目です。三つとも見ていても楽し

く、この学年になったらやるんだなあ、と期待をもてるので。“全員リレー”もみんなで頑張る姿がとてもいいです。今

年初めての“天☆ダン”は１～３年生全員で照れながらも楽しんでいる姿が良かったです。全員でやることはいいです

ね。全体的に生徒も先生も一生懸命頑張っている様子画うかがえ、見ていて楽しかったです。 

☆ ２年生の大縄跳びは必要ないのでは、という意見が多いようですが、今回実際に大縄跳びを目に資、クラスメイト同士

が声を掛け合い、助け合う姿を見て大変感動しました。全員リレー、団対抗選抜リレーはとても迫力があり、みんなが

一生懸命に走ってバトンをつなぐ姿にとても感動するとともに今後もぜひ続けていただきたいと思いました。 

☆ 保護者用トイレに洋式トイレが一つあると年配の方など利用しやすいと思いました。 

☆ 受付の保護者の方々の対応がとても良かったです。 

☆ 生徒のアナウンスが聴き取りやすくて良かった。 

☆ 椅子の間を広げた方がいいかもです。席は余っていても奥に行けない。立ち見のルールも決めた方がよいかもしれま

せん。 

☆ 部活対抗リレーはできれば全部活だと楽しいと思いました。全員の縦割りの競技も欲しかったです。 

２学年職場体験が始まります 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いのちの教育 ６月１０日（水） 

 

 

 

 

 

児童文学作家の今西乃子
いまにしのりこ

さんをお招きし、犬猫の殺処分を題材にしたお話をしていただきました。命の

貴重さ、ということだけではなく、人間の幸せ、自分を好きになること、といったお話で、多くの生徒

をひきつけていました。最後に保護犬の未来
み ら い

ちゃんがサプライズで登場してくれました。 

                      ※ 生徒の動物アレルギーについてはあらかじめ聞き取り、配慮しました。 

＜１年生＞ 

☆ 僕は、この９０分間で人間として自分を見直さなけ

ればいけないと思いました。生き物に感謝し、人間と

生き物が同じ幸せを分かち合えるようにしていかなけ

ればいけないと思いました。ありがとうございまし

た。 

☆ 今まで僕はわずかですが４匹の猫を保護し、飼い主

を見つけました。今西先生の本をたくさん読みまし

た。前に住んでいた地域が出てくるたびにわくわく

し、命のことについて考えさせていただいていたの

で、今日お会いできたことにびっくりです。新刊楽し

みです。人間は、「最悪」「最低」で「最高」。そして

人以外の生き物も幸せにできる動物です。これからも

命を守っていく運動に参加していきます。今日は本当

にありがとうございました。 

☆ 私は先生のお話を聞いているとき、かわいそうと思

っていました。でもそれは犬だったから抱く感情。私

たち人間は簡単に虫をつぶす。かわいそうという感情

をもつのは悪いことじゃないと思いますが人が言えた

セリフじゃないと思います。でもそんな人間の中にも

一つでも多くの命を救うために驚くほどの努力をして

いる人がいることを知りました。私はあのような人間

になりたいです。 

 

＜２年生＞ 

☆ 僕は今の自分が好きでも嫌いでもありません。で

も僕も幸せではないのは嫌です。自分を好きになり

たいです。誰かに親切にできることで自分も救われ

るかもしれない。誰かに親切にできる人になりたい

です。 

☆ 今回の授業を受けて、まず私はノートに好きな自

分と嫌いな自分を書いてみようと思いました。そう

して、自分を好きになる努力をしていきたいです。 

 

＜３年生＞ 

☆ いのちを救うことは自分をより良くすることだ

と思いました。これからは自分ができることをし

っかりと考えたい。 

☆ 最初の質問で、嫌いな自分がたくさん浮かんで

きました。でもこれからは自分の嫌いなところを

減らし、自分を好きになろうと思います。 

☆ 私は動物を飼ったことがありません。なので正

直はじめは実感がわかず他人事のようでした。し

かし本物の未来を見て、「あ、やっぱり本当なん

だ」と思いました。目の前に命を見せられると人

としてこの命を大切にしなければと改めて感じま

した。 

 

今西先生への手紙から 


